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●表紙のおはなし●

　 入 学 か ら ６ 年 間 を 仮 設
校 舎 で 過 ご し て き た 卒
業 生 ｡ 思 い 出 の 校 舎 か ら
巣 立 ち ま す ｡卒業おめでと
う！そして避難した学校を
守ってくれて､ありがとう。

いいたて四季彩景 ● 春の花だより

３月末に関沢地区で出会った梅の花。庭先の水仙も開き始めて、いよいよ春の到来です。
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小中学校校舎

    食育プラザ
 (給食センター)

小学生用体育館

前庭･ビオト−プ

中学生用体育館

屋内プール

小中学校校庭

認定こども園

バスプール

平
成
三
十
年
四
月
一
日

■ 

施
設
概
要

■小学校・中学校　改修　鉄筋コンクリート３階建て（延床面積 4,867㎡）

■通学路・前庭・ビオトープ（屋外教育環境施設）・校庭・駐車場など

普通教室・特別教室・ワークスペース・多目的ホール・展示スペース・図書
室・ランチルーム・保健室・職員室など

■中学生用体育館　改修　鉄骨造平屋建て（延床面積 1,806㎡）
アリーナ・ステージ・男女更衣室・ホール・教官室・器具庫など

■認定こども園　新築　木造平屋建て（延床面積 996㎡）
保育室・病後児保育室・子育て支援室・遊戯室・プレイルーム・デン・調理
室・職員室など

■小学生用体育館・食育プラザ（給食センター）　
                 新築　鉄骨造平屋建て（延床面積 1,526㎡）

体育館／アリーナ・ステージ・ミーティング室など
食育プラザ／調理室・食育ルーム・醗酵室・見学通路など

■屋内プール　新築　鉄骨造平屋建て（延床面積 1,118㎡）
メインプール 25 ｍ × ６コース・サブプール 10 ｍ × ５ｍ・器具庫４・男女
更衣室・倉庫・機械室など

 

チ
ャ
イ
ム
の
音
と

子
ど
も
達
の
歓
声
が

　戻
っ
て
き
ま
す
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野 球 場

陸上競技場

テニスコート

屋内運動場

学校等エリア

  新しい伝統を
  ここで一緒に
  創っていこう

地域の力が集まる場所に

ふるさとを受け継ごう

創造性も社会性も培う庭

心
耕
す
ほ
っ
こ
り
空
間

職員室

ランチ
ルーム

家庭科室

技術室

昇降口

学童保育室

保健室
アクアリウム

ワークスペース

相談室

多目的ホール

図書室

 第一
音楽室

 第二
音楽室

 第二
理科室

 第一
理科室

美術室

コンピュー
ター室

ワークスペース

ワークスペース

バルコニー

バルコニー

展示スペース

バルコニー

バルコニー

１Ｆ

２Ｆ ３Ｆ小中学校

こども園

なかよし
ホール

はなぐみ
(2歳児）

つぼみぐみ
 ( １歳児）せんせいのへや

たいようぐみ
  （３歳児）

つきぐみ
（４歳児）

そらぐみ
（5歳児）

わんぱく
ホール

病後児
ルーム

子育て
支援室

笑顔の " おはよう ” が響く

カラフルな下駄箱
が並ぶ玄関。やさ
しい木の温もり

こども園の玄関

３歳以上の園児は
円形の広々ホール
で運動するよ

わんぱくホール

小山、池､ 隠れ家
に畑…たくさん遊
んで学ぶ庭だよ

までいの森

子ども達と村民の
交流の場は、ラン
チルームのお隣

じじばばカフェ

畳敷きの場所。子
ども達はどんな活
動に使うのかな

語り部スペース

学習活動が豊かに
広がる。休み時間
も思い切り楽しく

ワークスペース

一貫校となる小学
校・中学校の職員
室は１か所に

職 員 室

校
舎
・
園
舎
に
も

工
夫
が
い
っ
ぱ
い

学
び
や
交
流
を
豊
か
に

 

こ
ど
も
園
・
小
中
学
校
と

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て    

  

子
育
て
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

アイドルグループAKB48
が 被 災 ３ 県 の 市 町 村 に
贈 っ た マ イ ク ロ バ ス
｢AKBus(エーケーバス)｣
も村のスクールバスの仲
間入りをしています。

スクールバスも準備完了！
村のスクールバスに外部委託も加え
て、通園・通学時間の負担を軽減で
きるよう努めています。

３月16日、NTTドコモ
グループが東北応援社
員募金をもとに、こど
も園へ木製遊具を寄贈
してくださいました。

   こども園では
素敵な木のおもちゃが
 待っています

丸い木のボールがコロコロ入ったボール
プール(写真左)、ままごとキッチン(写真
右)他、運動遊具や知育玩具など、どれも
木の温かみがやさしい遊具・玩具です。

スポーツ公園の整備も進んでいます !

までいの森
  （園庭）

わかばぐみ
 ( ０歳児）

元気パワー全開！
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１
１

復
興
を
歩
む

vol.35

や
ま
ゆ
り
保
育
所
の
閉
所

　
３
月
24
日
、や
ま
ゆ
り
保
育
所
の
修
了
式
と

閉
所
式
が
、川
俣
町
の
仮
設
保
育
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
修
了
式
で
は
、閉
所
に
伴
い
、0
歳
児
か
ら

２
歳
児
、合
わ
せ
て
９
人
全
員
が
、中
井
田
多

美
子
所
長
か
ら
、修
了
証
書
を
受
け
取
り
ま

し
た
。中
井
田
所
長
は
、「
楽
し
か
っ
た
ね
。思

い
出
が
い
っ
ぱ
い
で
す
」と
子
ど
も
達
に
語
り
か

け
、「
保
護
者
の
皆
様
と
お
話
し
な
が
ら
、子
ど

も
達
の
成
長
を
喜
ぶ
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
で
し

た
」と
感
謝
を
込
め
て
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
平
成
13
年
度
に
開
所
し
た
村
立
の
保
育
所

が
、16
年
度
に
認
可
保
育
施
設
と
な
り
、20
年

度
か
ら
は
社
会
福
祉
法
人
い
い
た
て
福
祉
会
が

運
営
し
て
き
ま
し
た
。

　
震
災
時
に
通
っ
て
い
た
乳
幼
児
は
53
人
。昼

寝
の
時
間
の
発
災
で
し
た
が
、毎
月
の
避
難
訓

練
を
生
か
し
て
駐
車
場
へ
と
避
難
。近
隣
の
住

民
や
事
業
所
に
も
助
け
ら
れ
な
が
ら
、無
事

に
全
員
を
保
護
者
に
引
き
渡
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。翌
月
の
４
月
５
日
に
は
、村
内
で
勤

務
す
る
保
護
者
の
要
望
を
受
け
て
保
育
を
再

開
。安
全
確
保
に
最
大
の
注
意
を
は
ら
い
、避

難
ま
で
の
日
々
を
乗
り
越
え
ま
し
た
。

　
川
俣
町
の
空
き
店
舗
を
改
修
し
た
施
設
に

避
難
し
た
の
は
さ
ら
に
１
か
月
半
後
の
５
月
23

日
。急
ご
し
ら
え
の
保
育
施
設
の
環
境
を
一つ
ひ

と
つ
改
善
し
な
が
ら
、親
子
の
日
常
を
守
り
ま

し
た
。外
遊
び
が
で
き
な
か
っ
た
当
初
は
、水
遊

び
も
室
内
で
。制
限
の
あ
る
中
で
も
遊
び
や
学

び
を
豊
か
に
し
よ
う
と
工
夫
を
重
ね
ま
し
た
。

　
震
災
後
に
生
ま
れ
入
所
し
た
子
ど
も
達
の

か
け
が
え
の
な
い
成
長
の
日
々
は
、こ
の
仮
設
保

育
所
に
あ
り
ま
し
た
。村
内
に
勤
務
す
る
齋

藤
由
利
子
さ
ん（
大
久
保
・
外
内
）は
、２
歳
児

の
真
愛
さ
ん
と
修
了
証
書
を
受
け
取
り
ま
し

た
。「
子
ど
も
は
４
人
と
も
や
ま
ゆ
り
保
育
所

で
す
。優
し
い
先
生
方
に
、私
も
相
談
に
の
っ
て

も
ら
っ
て
き
ま
し
た
」。修
了
児
９
人
の
う
ち
８

人
が
、村
立
の
こ
ど
も
園
に
通
い
ま
す
。

　
閉
所
式
で
は
、保
護
者
を
代
表
し
て
、志
賀

信
幸
さ
ん（
飯
樋
町
）が
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

「
朝
早
く
か
ら
夕
方
遅
く
ま
で
、て
い
ね
い
に

保
育
を
し
て
い
た
だ
き
、お
か
げ
で
私
達
保
護

者
は
安
心
し
て
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。思
い
出
の
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
た
や
ま
ゆ
り

保
育
所
が
閉
所
す
る
の
は
さ
び
し
い
こ
と
で
す

が
、４
月
か
ら
は
認
定
こ
ど
も
園
と
な
り
、村

に
７
年
ぶ
り
に
子
ど
も
達
の
に
ぎ
や
か
な
声
が

戻
っ
て
き
ま
す
。私
達
保
護
者
、そ
し
て
地
域

で
、未
来
あ
る
い
い
た
て
っ
子
を
見
守
り
応
援
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

　
そ
し
て
３
月
31
日
、開
所
以
来
１
６
９
人
の

笑
顔
が
巣
立
っ
た
や
ま
ゆ
り
保
育
所
は
、17
年

間
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

式の後も園舎の前には、子ども達や保護者の姿が
長い時間ありました。この場所で過ごしてきた思
い出が次々によみがえり、立ち去り難いようすで
した。やまゆり保育所は４月から、村立の認定こ
ども園「までいの里のこども園」として、新たな
スタートをきっています。開所以来続けられてき
た一人ひとりに寄り添う家庭的な保育は、新しい
こども園に引き継がれていきます。
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生
農業

きがい
横
山
ユ
キ
イ
さ
ん

（
前
田
・
八
和
木
）

髙
木
ミ
ヨ
子
さ
ん

        

（
大 

倉
）

 池田サツキさん
（大久保・外内）

佐々木謹一さん
　 （佐 須）

佐藤公雄さん・好子さん
   （二枚橋・須萱）

佐藤昭さん・令子さん
        （大 倉）

　避難先の伊達市でも畑をやっていた
が、それでも６年もの間、自分の農業が
できなかった…という思いは、まだ心の
奥に残っているよ。平成28年度からは、
５品目の野菜の実証栽培をやっていた
から、昨年は畑も大分なじんだ。村から
堆肥をもらったから、今年はもっとよくな
るだろう。いずれは思った所に出荷でき
るようになりたいね。村でつくられる野菜
は、農薬も消毒も最低限。それでもいい
ものができる。一番は土づくり、二番には
手間をかけているということだと思うよ。

　体はちっちゃこいけど、馬力はあるんだよ。昨年１年
やってみて、あれがよかった、これがよかったと分かってき
たし、これからが楽しみだね。やっぱり生きがいだ。農業
が好きだったのね。牛も大好きだった。孫も３人おぶって
やってたよ。「働く家庭から順に太陽は上がるんだよ」な
んて例え話をしながらね。
　昨年つくった豆はうまかったから広めて
みたい。避難をさせていたフキやミョウガ
も戻って来たから、いずれは売り出してみ
たい。ただただ楽しみだね。

　村内の家が昨年６月に完成し３人で戻って来た。夏に
なってから「生きがい農業」の申請をしたので、昨年は
季節的につくるものが限られたけれど、今年は種類を増
やしてやってみたいね。JTに協力してタバコの試験栽培
も、やってみようかと思っているんだ。水田は委託して米
もつくっている。今から冒険はできないが、やっぱりつくる
ことは楽しみだ。買って食うのは簡単だが、そういうもん
じゃない。村の補助は助かったよ。全部自分でだったら、
こんなにはできなかったね。

　畑はね、除染でいい土を持って行かれて山砂が入っ
たので、がっかりしていました。山に100本あった梅の木
も、除染する時に切ってしまった。花が咲くときれいで、実
は自由に採ってもらっていたの。昨年の７月に帰ってきて、
それでも家で消費する野菜はつくろうと始めました。自分
の健康のためですね。手で土をおこして、購入した牛の
堆肥を入れて。野菜を毎朝採って食べました。避難中に
はできなかった暮らしよね。ままごとくらいですが、本当に
私の生きがい。ハウスもほしくなりました。

　村内での営農再開が、一歩
一歩広がりを見せています。
昨年度は「生きがい農業」に、
当初の予想を大きく上回る約
１６０件の取り組みがありまし
た。２年目の春本番を前に、「生
きがい農業」に取り組む皆さん
の声を聞いてみましたよ。

 はじめて
みませんか

　昨年４月、家族５人で帰ってきました。
相馬市の仮設にいた時も、村が借りてく
れた畑を14人でやっていました。動かな
いと体がどうなるか分からないからね。
　役場に行った時、「生きがい農業」の
補助の活用を勧められた。自分達で食
うだけでもいいからと言われて、世話に
なることにしたんだ。安心して食べられ
るよう、きちんと検査をして、家族にもお
いしいと言ってもらっているよ。いろいろ
つくって楽しもうと思っています。

ご飯が終わると
またすっと帽子
をかぶって外に
出て行きますね

た だ は い ら れ

ないからね　昨年の春から、「生きがい農業」に取
り組んでいます。避難先でもやってはい
ましたが、戻って始める時は、大丈夫だ
ろうかと悩みながらでした。今は季節に
合わせて、種をまいたり苗を植えたり。
つくった野菜を食べているおかげで健
康なのだと思っています。食べるものが
一番大切ですからね。大好きな「おから
餅」も久しぶりに作ってみましたよ。冬の
間も体を動かすようにして、春からの農
作業に備えていました。暖かくなってき
て、やることがたくさんあります。

けんかしいしい
やるのも生きが
いなんだなあ

壊した家で見つけた

ばあちゃんの野菜の

本を読みながら｡やっ

てみると楽しいね

申請
方法

申請
方法

復興対策課農政第一係にお越しください。届出
書にご記入をいただきます。毎月15日締切。
※この補助は初回１回限り受けられます。
※申請前に購入したものは対象外です。
問 復興対策課農政第一係 ☎0244-42-1621

「生きがい農業」再生への支援
補助対象経費×補助率50％※上限は50万円

復興対策課農政第二係にお越しください。届出
書にご記入をいただきます。
※申請前に購入したものは対象外です。
問 復興対策課農政第二係 ☎0244-42-1625

堆肥と電気牧柵の支援 ※村内の営農全般で支援

○堆肥（上限１トン／反）
○イノシシ・サル対策用の電気牧柵等

はじめる前に
ぜひご相談
ください！

村は、販売を目的とした農業を「なり
わい農業」、販売を目的としない農業
を「生きがい農業」と名付け、それぞ
れに支援を行っています。

い ず れ は 売 り
出 し て も み た
い｡楽しみだね

避難中にはでき
な か っ た 暮 ら
し。私の生きが
いですね

久しぶりに｢おか

ら餅｣をつくって

みました

一番は土づくり
二番は手間をか
けること
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土木費
13億1,953万円

民生費
11億3,844万円

教育費 
9億2,046万円

総務費 
20億1,314万円

農林水産業費
25億393万円

その他 1億6,011万円

土木費
13億1,953万円

消防費 1億5,620万円

商工費 4億5,340万円

民生費
11億3,844万円

教育費 
9億2,046万円

総務費 
20億1,314万円

公債費 3億9,767万円

衛生費
4億8,412万円

歳  出
95億4,700万円

農林水産業費
25億393万円

自主財源 
30億8,933万円

依存財源 
64億5,767万円

歳  入
95億4,700万円

国庫支出金 
25億9,436万円 

繰入金 
22億4,260万円

自主財源 
30億8,933万円

依存財源 
64億5,767万円

歳  入
95億4,700万円

諸収入 3億7,558万円

寄付金 7,110万円
使用料及び手数料等 6,126万円

分担金及び負担金 4,930万円
村税 2億8,949万円

県支出金 
11億2,990万円

地方交付税 
23億3,285万円

国庫支出金 
25億9,436万円 

地方消費税交付金
  6,897 万円

地方譲与税  5,414万円

自動車取得税交付金等
905 万円

村債  2億6,840万円

繰入金 
22億4,260万円

30
年
度
当
初
予
算

　

平
成
30
年
度
当
初
予
算
は
、

平
成
30
年
第
２
回
村
議
会
定
例

会
で
３
月
19
日
に
可
決
成
立
し

ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
は
95

億
４
７
０
０
万
円
で
、
前
年
度

に
比
べ
１
１
６
億
８
８
０
０
万

円
減
、
率
に
し
て
55
．０
％
の

減
で
す
が
、
当
初
予
算
の
規
模

と
し
て
は
昨
年
に
続
く
大
型
予

算
で
す
。

　

震
災
前
の
平
成
22
年
度
当
初

予
算
総
額
41
億
４
５
１
０
万
円

と
比
較
し
て
、
２
倍
を
超
え
て

い
ま
す
。

確
実
な
復
興
へ

　

平
成
30
年
度
予
算
は
、移
住
・

定
住
・
交
流
事
業
を
最
重
点
事

業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
と
、「
農
業
基
盤
整
備
促
進

事
業
」
等
、
農
業
関
連
の
事
業

に
よ
り
大
型
の
当
初
予
算
と
な

り
ま
し
た
。

　
（
金
額
は
端
数
処
理
を
し
、
万
円

　

単
位
に
し
て
い
ま
す
。）

自
主
財
源

　

30
億
８
９
３
３
万
円
で
前

年
度
に
比
べ
43
億
４
４
７
７

万
円
の
減
額
。
こ
れ
は
、
国
・

県
支
出
金
を
一
旦
、
積
み
立

て
て
使
用
す
る
「
帰
還
環
境

整
備
交
付
金
基
金
」
や
「
公

共
施
設
等
整
備
基
金
」「
ま
で

い
復
興
基
金
」「
避
難
地
域
復

興
拠
点
推
進
交
付
金
基
金
」

等
か
ら
の
繰
入
金
44
億
６
５

８
万
円
が
減
額
と
な
っ
た
も

の
で
す
。

依
存
財
源

　

歳
入
の
大
半
を
占
め
る
国

庫
支
出
金
は
、
25
億
９
４
３

６
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
45

億
２
４
９
万
円
の
減
額
。
地

方
交
付
税
は
20
億
２
７
０
５

万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
予
算
総
額
の
う
ち
、

震
災
前
に
は
な
か
っ
た
復
旧
・

復
興
の
対
応
に
か
か
る
事
業

費
は
、
約
58
億
円
で
歳
出
予

算
総
額
の
約
６
割
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

当
初
予
算
は
、
引
き
続
き

規
律
あ
る
財
政
運
営
堅
持
を

念
頭
に
入
れ
な
が
ら
、
村
民

が
復
興
を
実
感
で
き
る
施
策
、

村
外
の
方
も
参
加
で
き
る
村

づ
く
り
を
目
指
し
て
「
将
来

を
見
据
え
な
が
ら
、
タ
イ
ミ

ン
グ
を
逃
さ
ず
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
復
興
施
策
を
展

開
す
る
予
算
」
と
し
た
も
の

で
す
。
予
算
配
分
に
つ
い
て

は
、
復
興
計
画
の
５
つ
の
基

本
方
針
に
沿
っ
て
行
っ
て
い

ま
す
。

　

主
な
事
業
に
つ
い
て
は
12

～
13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。平成30年度一般会計

歳 出
平成30年度における

村の支出総額

平成30年度一般会計

歳 入
平成30年度における

村の収入総額

復
旧
・
復
興
事
業
費
６
割

国民健康保険特別会計・・・・・・・・・ ９億７，０６４万円
簡易水道事業特別会計・・・・・・・・・ １億１，３０９万円
農業集落排水事業特別会計・・・・・・・ ３億３，０４４万円
介護保険特別会計（事業勘定）・・・・・１０億４，８７７万円
介護保険特別会計（サービス勘定）・・・・・・・８７７万円
後期高齢者医療特別会計・・・・・・・・・・ ７，１３６万円

平成30年度

特別会計
特定の事業を特定の収入
で行うため、一般会計と
は分けて設けた会計です

いいたて村発 復興行き「急行 新７００」系

当初予算 ９５億 4,700 万円
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　　　　　　人と人がつながる
１．飯舘村「自分史」作成事業 ・・・・・・・・ ６３０万円
　　村民の人生・歴史と共に村の文化を記録する冊子の作成
２．村づくり研修補助事業 ・・・・・・・・・・・ ４５万円 
　　村民が自主的に行う研修事業に対して補助
３．パークゴルフ場整備事業 ・・・・・・ ２億４，６７８万円
　　整備予定規模 18 ホール×２コース
４．道の駅施設管理運営業 ・・・・・・・・・ ７，２８７万円
　　いいたて村の道の駅までい館の運営管理やイベント事業
５．スポーツ交流事業 ・・・・・・・・・・・・ ２３７万円
　　各スポーツ教室の報償等

　　　　　　原子力災害をのりこえる
１．農業基盤整備促進事業 ・・・・・・・ ８億２，６９４万円
　　帰還困難区域における特定復興再生拠点整備
２．特定復興再生拠点エリア整備事業 ・・・・ ２，６３４万円
　　帰還困難区域における特定復興再生拠点整備
３．いちばん館改修事業 ・・・・・・・・・・ ９，９１０万円
　　老朽化等により破損している箇所の修繕
４．仮設施設等解体事業 ・・・・・・・・・・ ２，５０６万円
　　直売所なごみ等仮設施設解体
５．基盤総合整備事業（森林道路整備事業） ・ ８，２８２万円
　　林道舗装工事、林道舗装測量設計

　　　　　　までいブランドを再生する
１．個体一元化管理システム実証事業 ・・・・ ３，８００万円
　　県が開発した個体一元化管理システムを活用した、
　　   ICT 技術による繁殖和牛の個体管理実証
２．避難農業者経営再開支援事業 ・・・・・・・ ７５０万円
　　村外での営農再開に要する農業用機械、施設等の導入支援
３．事業再開等支援事業 ・・・・・・・・・・ １，５００万円
　　３，０００万円×補助率５％×１０事業者
４．福島県営農再開支援事業 ・・・・・・ ５億７，２３７万円
　　除染後の農用地保全による営農再開支援
５．畜産再開素牛導入事業 ・・・・・・・・・ １，４４０万円
　　村内での畜産再開に要する素牛導入の補助

平成30年度最重点事業・移住・定住・交流事業
１．移住・定住用分譲地整備事業 ・・・・・・・・ ３，８００万円
　　移住・定住用分譲地測量設計・地質調査
２．移住・定住者住宅取得支援事業 ・・・・・・・ １，３００万円
　　住民票を村内に移して新しく家を建てる、リフォームへの補助
３．飯舘村情報発信冊子作成事業 ・・・・・・・・ １，０００万円
　　移住・定住希望者向けのＰＲ冊子
４．新規就労活動支援事業 ・・・・・・・・・・・・ ６００万円
　　移住者が村内で新たな職に就くことを条件に補助
５．ふるさと住民票企画支援事業 ・・・・・・・・・ ４６３万円
　　ふるさと住民向けイベントの企画・運営

　　　　　　生命（いのち）をまもる
１．総合健診事業 ・・・・・・・・・・・・・ ５，０７０万円
　　総合健診、特定健診、がん検診
２．予防接種事業 ・・・・・・・・・・・・・ ２，６８４万円
　　法定予防接種、任意予防接種等
３．放射線相談支援事業 ・・・・・・・・・・ ２，１７３万円
　　村民が抱える放射線に関する健康相談活動
４．仮設住宅等健幸づくり事業 ・・・・・・・・ ３０５万円
　　仮設住宅２か所などで実施
５．内部被ばく検査事業 ・・・・・・・・・・・ １８６万円
　　受検者 10％ 600 人目標

　　　　　　子どもたちの未来をつくる
１．食育プラザ活用事業 ・・・・・・・・・・・ ２００万円
　　料理教室等
２．スポーツ公園オープニング事業 ・・・・・・ ３２０万円
　　イベント運営、パンフレット作成
３．被災児童生徒等就学支援事業 ・・・・・・ ３，８４７万円
　　認定こども園、小・中学校での就学支援
４．学力向上推進事業 ・・・・・・・・・・・ １，８５７万円
　　コミュニケ―ション力や思考力などを身につける出前授業等
５．村塾事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・ １５９万円
　　上智大学との交流等

平成30年度の
　 主な事業 と予算

今年度の主な事業の予算額を紹介します。

基本方針⑤

基本方針④

基本方針①

基本方針②

基本方針③
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平
成
30
年
３
月
議
会
定
例
会
は
、
３

月
２
日
か
ら
19
日
ま
で
の
日
程
で
開
か

れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
７
、８
日
に
行

わ
れ
、
村
議
員
が
村
政
の
重
要
な
課
題
等

に
つ
い
て
村
側
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

　

議
会
審
議
は
19
日
に
行
わ
れ
、
提
出

さ
れ
た
議
案
は
追
加
議
案
を
含
め
て
全

て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
29
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算

使
用
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

平
成
29
年
度
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予

防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方

法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の

人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護

予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の

た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

社
会
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

体
育
施
設
夜
間
照
明
施
設
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

帰
還
環
境
整
備
交
付
金
基
金
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

避
難
地
域
復
興
拠
点
推
進
交
付
金

基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

農
林
漁
業
体
験
実
習
館
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

健
康
増
進
交
流
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

地
域
資
源
活
用
総
合
交
流
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

大
倉
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

村
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

介
護
福
祉
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

平
成
29
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
30
年
度
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

平
成
29
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
30
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
予
算

平
成
29
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
30
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

平
成
30
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の

人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の

公
表
に
関
す
る
条
例

今
議
会
で
可
決

さ
れ
た
議
案
等

（
紙
面
の
都
合
上
、一
部
省
略
し
て
い
ま
す
）

（
紙
面
の
都
合
上
、一
部
省
略
し
て
い
ま
す
）

帰
還
困
難
区
域
・
長
泥
地
区
の

復
興
拠
点
エ
リ
ア
設
定
に
つ
い
て

　

帰
還
困
難
区
域
に
お
け
る
「
特
定

復
興
再
生
拠
点
整
備
計
画
」
を
策
定

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
地
区
内
の
復

興
拠
点
エ
リ
ア
の
設
定
が
必
須
条
件

で
す
。
今
ま
で
に
地
元
の
役
員
を
対

象
に
し
た
説
明
会
や
臨
時
区
会
な
ど

を
精
力
的
に
開
催
し
、
協
議
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
２
月
25
日
開
催
の
臨

時
区
会
に
お
い
て
、
エ
リ
ア
の
設
定

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
エ

リ
ア
に
つ
い
て
速
や
か
に
国
及
び
県

と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
協
議

が
整
い
次
第
、
エ
リ
ア
内
に
整
備
す

る
様
々
な
事
業
を
取
り
ま
と
め
、「
特

定
復
興
再
生
拠
点
整
備
計
画
書
」
を

県
に
提
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

村
復
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

委
嘱
に
つ
い
て

　

元
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
田

中
俊
一
さ
ん
に
、
２
月
１
日
付
で
委

嘱
状
の
交
付
を
行
い
ま
し
た
。
期
間

は
、
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
の
約

２
年
間
で
す
。

　

田
中
さ
ん
は
震
災
直
後
、
長
泥
地

区
に
入
り
家
屋
等
の
除
染
を
は
じ

め
、
村
の
除
染
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
も
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
は
、
専
門
の
放
射
線
に

限
ら
ず
、
学
校
へ
の
関
わ
り
や
村
の

復
興
全
般
に
わ
た
り
適
切
か
つ
的
確

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
る
も
の

と
大
い
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
関
連
し
て
「
あ
り
が
と
う
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
」
構
想
を
国
が
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、
か
ね
て
か

ら
交
流
の
あ
っ
た
ラ
オ
ス
人
民
民
主

共
和
国
に
、
い
い
た
て
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
理
事
な
ど
４
人
を
派
遣
し
、
文

科
省
職
員
と
共
に
関
係
者
と
協
議
を

し
て
い
ま
す

住
民
課
関
係

　

浄
化
槽
整
備
事
業
は
、
１
月
31
日

現
在
83
件
の
申
請
を
受
け
て
い
ま

す
。
う
ち
、新
築
家
屋
は
58
件
で
す
。

　

次
に
、
お
か
え
り
な
さ
い
補
助
金

は
12
月
８
日
に
２
０
０
件
を
達
成

し
、
１
月
31
日
現
在
で
は
２
１
９
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
高
速
道
路
の
無
料
化
は
、

「
ふ
る
さ
と
帰
還
通
行
カ
ー
ド
」
を

利
用
す
る
方
法
に
変
わ
り
ま
し
た
。

１
月
31
日
現
在
で
９
７
８
人
が
申
請

し
て
い
ま
す
。

村
民
の
状
況

　

村
民
の
帰
還
状
況
は
、
３
月
１
日

現
在
の
村
へ
の
帰
村
者
は
２
６
０
世

帯
、
５
３
７
人
で
、
震
災
後
の
転
入

者
が
42
人
で
す
。
こ
れ
に
、
未
避
難

者
と
い
い
た
て
ホ
ー
ム
の
入
所
者
を

合
わ
せ
、
村
内
の
居
住
者
は
３
２
０

世
帯
、
６
１
８
人
で
す
。

　

避
難
を
継
続
し
て
い
る
方
の
状
況

は
、
県
外
避
難
者
が
２
９
７
人
、
県

内
避
難
者
は
、
福
島
市
に
３
，１
７

４
人
、
川
俣
町
に
４
２
８
人
な
ど
、

合
わ
せ
て
４
，９
３
４
人
で
す
。

村
長
村
政
報
告
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飯
舘
村
薬
局
開
設
協
議
会

　

村
内
で
の
薬
局
開
設
に
つ
い
て
、

昨
年
11
月
末
に
「
飯
舘
村
薬
局
開
設

協
議
会
」
を
設
立
し
、
30
年
度
内
の

開
設
を
目
指
し
、
県
薬
剤
師
会
な
ど

関
係
者
に
よ
る
会
議
を
２
回
ほ
ど
開

催
し
て
い
ま
す
。

農
業
を
再
生
す
る
取
り
組
み

　

避
難
指
示
解
除
１
年
目
と
い
う
こ

と
で
、
農
業
を
再
生
す
る
取
り
組
み

を
強
力
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

営
農
再
開
ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
て
、

村
民
の
皆
さ
ま
に
さ
ま
ざ
ま
な「
農
」

へ
の
関
わ
り
方
を
提
案
し
、
生
き
が

い
農
業
や
営
農
再
開
支
援
事
業
な

ど
、
国
、
県
の
農
政
関
連
事
業
を
最

大
限
に
活
用
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
支
援
体
制
に
よ
り
、
現
在
ま

で
に
19
地
区
で
農
業
復
興
組
合
の
活

動
が
展
開
、「
生
き
が
い
農
業
」
は

約
１
６
０
件
、「
な
り
わ
い
農
業
」

は
約
50
件
、「
新
た
な
農
業
」
は
12

件
が
着
手
さ
れ
て
お
り
、
被
災
前
の

農
家
１
２
０
０
件
の
約
20
％
に
あ
た

る
約
２
４
０
件
が
、
何
ら
か
の
形
で

「
農
」
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

村
内
産
農
産
物

　

県
の
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査

を
推
進
し
、
イ
チ
ゴ
、
繁
殖
和
牛
、

サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
、
カ
ス
ミ
ソ
ウ
、
小

菊
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、
ア
ル
ス
ト

ロ
メ
リ
ア
等
の
市
場
取
引
が
再
開
し

て
い
る
ほ
か
、
道
の
駅
ま
で
い
館
で

も
村
内
産
の
野
菜
・
お
米
・
銀
杏
・

山
野
草
等
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

鳥
獣
被
害
対
策

　

鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、
被
害
対

策
実
施
隊
に
よ
り
、
現
在
ま
で
イ
ノ

シ
シ
２
０
４
頭
、
サ
ル
19
匹
を
駆
除

し
て
お
り
、
被
害
防
止
用
の
柵
も
、

総
延
長
１
２
．７
５
㎞
整
備
済
と
な

っ
て
い
ま
す
。

除
染
関
係

　

平
成
29
年
度
ま
で
に
同
意
を
頂
い

た
宅
地
、
農
地
、
森
林
、
道
路
等
の

面
的
除
染
を
完
了
し
、
地
力
回
復
工

事
の
本
年
度
施
工
分
も
11
月
に
完
了

し
て
い
ま
す
。
一
部
は
来
年
度
に
繰

越
を
す
る
と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま

す
。

片
付
け
ご
み
の
回
収

　

12
月
ま
で
に
屋
内
ご
み
及
び
農
林

系
可
燃
物
等
は
７
２
４
件
、
屋
外
ご

み
、
長
尺
物
等
は
９
０
２
件
回
収
し

ま
し
た
。
な
お
、環
境
省
に
よ
る「
片

付
け
ご
み
の
回
収
」
は
、
本
年
度
で

終
了
と
な
り
ま
す
。

　

長
泥
地
区
に
つ
い
て
も
、
12
月
25

日
か
ら
環
境
省
に
よ
る
回
収
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

井
戸
掘
削
に
つ
い
て

　

東
京
電
力
の
賠
償
に
よ
る
井
戸
掘

削
は
29
件
の
補
助
申
請
が
あ
り
、
24

件
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

宿
泊
体
験
館
「
き
こ
り
」

　

昨
年
５
月
の
素
泊
ま
り
営
業
再
開

以
降
、
１
月
ま
で
の
利
用
者
は
１
，

４
３
２
人
。
こ
の
う
ち
、
村
民
の
利

用
は
、
２
３
２
人
で
す
。
な
お
、
入

浴
施
設
の
み
の
利
用
者
は
、
３
，１

４
５
人
で
し
た
。

　

ま
た
、
あ
い
の
沢
管
理
棟
及
び
民

家
園
ふ
る
さ
と
、
あ
い
の
浮
橋
、
宿

泊
体
験
館
き
こ
り
の
改
修
工
事
は
完

了
し
て
い
ま
す
。

村
営
住
宅
の
入
居
状
況

　

村
営
住
宅
の
入
居
状
況
は
、
入
居

可
能
戸
数
69
戸
に
対
し
、
56
戸
が
入

居
中
又
は
手
続
き
中
で
、
空
き
室
は

13
戸
で
す
。

昇
口
舗
装

　

昇
口
舗
装
で
す
が
、
全
体
５
９
３

件
の
う
ち
、
完
了
は
４
５
４
件
で
、

全
体
の
進
捗
率
は
約
76
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
47
件
が
工
事
中
で
、

繰
越
事
業
と
な
る
予
定
で
す
。

飲
料
水
安
全
確
保
対
策
交
付
金
事
業

　

長
泥
、
蕨
平
、
比
曽
、
前
田
・
八

和
木
の
４
行
政
区
の
、
飲
料
水
安
全

確
保
対
策
交
付
金
事
業
に
つ
い
て

は
、
申
請
81
件
中
、
66
件
が
完
了
し

て
い
ま
す
。
進
捗
率
は
約
81
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

被
災
家
屋
の
解
体

　

被
災
家
屋
の
解
体
で
す
が
、
全
体

で
１
，３
６
５
件
の
う
ち
、
１
，０
１

４
件
が
完
了
し
て
い
ま
す
。
進
捗
率

は
約
74
％
で
す
。

教
育
課
関
係

　

冬
場
に
入
り
、
雪
の
影
響
か
ら
１

月
23
日
に
臨
時
休
校
の
措
置
を
取
っ

て
い
ま
す
。
中
学
校
に
つ
い
て
は
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
見
ら
れ
ま

し
た
の
で
、
１
年
生
が
１
月
23
日
か

ら
３
日
間
学
年
閉
鎖
と
な
り
ま
し
た
。

み
ら
い
議
会

　

２
月
１
日
、
小
学
６
年
生
が
議
員

と
な
り
「
飯
舘
村
み
ら
い
議
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
小
学
生
議
員
か
ら

は
、
村
の
復
興
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
音
楽

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
や
「
ド
ロ
ー
ン

の
専
門
学
校
」、「
ど
ぶ
ろ
く
特
区
を

活
か
し
た
美
味
い
物
体
験
館
」
な
ど

の
提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

長
野
県
松
本
市
交
流
体
験

　

長
野
県
松
本
市
か
ら
ご
招
待
が
あ

り
、
冬
休
み
期
間
中
に
19
人
の
子
ど

も
た
ち
が
２
泊
３
日
の
交
流
体
験
を

楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の
７
年
間
に
計

10
回
、
３
８
０
人
が
招
待
を
受
け
て

い
ま
す
。

北
塩
原
村
雪
っ
子
体
験
事
業

　

２
月
４
日
に
は
北
塩
原
村
か
ら
雪

っ
子
体
験
事
業
の
支
援
を
受
け
、
16

人
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
保
護
者
が

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

成
人
式

　

１
月
７
日
に
、
成
人
式
を
開
催
し

ま
し
た
。
式
に
は
、
新
成
人
57
人
中

37
人
が
出
席
し
、
多
く
の
ご
来
賓
に

見
守
ら
れ
、
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入

り
を
果
た
し
ま
し
た
。
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３
月
10
日
、
村
役
場
で
村
が
新
し

く
は
じ
め
る
交
流
事
業
制
度
「
ふ
る

さ
と
住
民
票
」
の
記
者
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
村
に
住

民
票
が
な
く
て
も
、
村
に
興
味
・
関

心
が
あ
る
方
に「
ふ
る
さ
と
住
民
票
」

を
発
行
し
、
村
の
魅
力
を
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
や
１
日
村

長
体
験
等
を
通
し
て
村
と
の
つ
な
が

り
を
深
め
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

　

住
民
票
の
カ
ー
ド
は
全
３
種
類
。

そ
の
う
ち
１
種
類
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
の
わ
た
せ
せ
い
ぞ
う
さ
ん
が
村

の
花
ヤ
マ
ユ
リ
や
カ
ス
ミ
ソ
ウ
を
描

い
た
も
の
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
住
民
票
は
、
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
窓
口
で
無
料
登
録
で
き
ま

す
。
村
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
や
応

援
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
に
、
ぜ
ひ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

村
は
、
避
難
生
活
の
中
で
感
じ
た

何
で
も
な
い
日
常
へ
の
感
謝
を
忘
れ

な
い
た
め
に
、
東
日
本
大
震
災
が
発

生
し
た
３
月
11
日
を
「
あ
た
り
ま
え

を
あ
り
が
た
い
と
思
う
日
」
に
制
定

し
ま
し
た
。

　

村
役
場
で
行
わ
れ
た
宣
言
式
で
は
、

上
田
秀
さ
ん
（
草
野
）
大
谷
結
美
さ

ん
（
飯
舘
中
３
年
）
木
幡
圭
吾
さ
ん

（
飯
舘
中
２
年
）
が
避
難
生
活
で
感

じ
た
「
あ
た
り
ま
え
を
あ
り
が
た
い

と
思
う
」
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
し
、
宣

言
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。
村
で
は
、

今
後
は
３
月
11
日
に
、
あ
た
り
ま
え

に
感
謝
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
等
を
行
う
予
定
で
す
。

住
所
が
な
く
て
も
、村
民
に

日
常
に
、あ
た
り
ま
え
に
、感
謝

▲ふるさと住民票第１号の佐藤道子さん

▲式には高木陽介衆議院議員（左端）も出席しました

▲イラストレーター・わたせせいぞうさん（左）

▲ふるさと住民票のデザイン。
右側がわたせさんデザインです

「あたりまえをありがたいと思う日」 宣言
気づいたのです　原発事故の避難で
あたりまえが　実はちっとも　
あたりまえじゃなかったこと
あたたかなご飯が　食べられること
畑の採れたて野菜が　味わえること
家のお風呂に　ゆっくり浸かれること
家族が　一緒に笑っていられること
あの日　なくした　あたりまえが
恋しくて　恋しくて　泣いて
そして　気づいたのです
あたりまえと　思っていた　毎日は
たくさんの　尊い営みや思いやりや愛情で
大切に　つむがれていたのだと
飯舘村は　３月11日を
「あたりまえをありがたいと思う日」に
制定します
あたりまえの日々への　感謝を忘れないために
あたりまえの本当の意味を　
未来に伝えたいから
平成30年３月11日　飯舘村

農業委員及び農地利用最適化推進委員の推薦・募集について

　農業委員会等に関する法律の一部改正により、農業委員の選出方法がこれまでの選挙制から、村長

が農業者等に推薦を求め、募集を行い村議会の同意を得て任命する方法に変わりました。また、新た
に各担当区域において農地利用の最適化（担い手への農地の集積・集約化・耕作放棄地の発生防止・
解消、新規参入の促進等）を推進する農地利用最適化推進委員が設けられ、農業委員会によって委嘱

されることになりました。
　村農業委員会では、次のとおり農業委員及び農地利用最適化推進委員の募集を行います。

◦募集期間 … ４月２日（月）～５月１日（火）
◦主な職務の内容
（１）農地の権利移動、転用許可等の審議及び決定並びにこれらに関連する聞き取り及び現地調査
　　　※ただし、農地利用最適化推進委員は決定ではなく助言を行うものとする

（２）担い手への農地の利用の集積・集約化、耕作放棄地の発生防止・解消並びに新規参入の促進
等に伴う現地調査及び指導並びに監視業務等

（３）農家からの相談対応及び農家への助言・指導
◦募集内容
　農業委員に担当区域はありませんが、農地利用最適化推進委員は担当区域ごとに募集を行います。

◦任期
　【農業委員】平成30年７月８日から平成33年７月７日まで
　【農地利用最適化推進委員】
　農業委員会が委嘱する日（平成30年７月8日以降）から平成33年７月７日まで
◦報酬額　※活動により予算の範囲内で費用弁償が支払われます
　　農業委員・農地利用最適化推進委員　　　　年額２２２，０００円
　　農業委員会長　　　　　　　　　　　　　　年額２９５，０００円
◦ 推薦、応募の資格、応募の方法については、村ホームページまたは同封したチラシをご覧

ください。詳しくは、農業委員会事務局まで問い合わせください。
  　 飯舘村農業委員会事務局（☎０２４４－４２－１６２９）　〒960－1892  飯舘村伊丹沢字伊丹沢580－1

地　区 区　　　域 定数

農 業 委 員 全　域
全域
※ 定数の過半数以上が認定農業者であること、また１人以上

の中立的な立場の者の選任が法律で義務付けられています。
７人

農地利用最適化
推進委員

草野地区 草野、深谷、伊丹沢、関沢、小宮、八木沢・芦原、大倉、
佐須、宮内 ６人

飯樋地区 飯樋町、前田・八和木、大久保・外内、上飯樋、
比曽、長泥、蕨平 ５人

臼石地区 関根・松塚、臼石、前田、二枚橋・須萱 ２人

問



飯舘村役場  各係連絡先

総 務 課

住 民 課

建 設 課

会 計 室

健 康 福 祉 課

復 興 対 策 課

農 業 委 員 会

選 挙 管 理 委 員 会

監 査 委 員

議 会 事 務 局

事 務 局

学 校 教 育 係

総 務 係

企 画 係

財 政 係

税 務 係

住 民 係

健 康 係

福 祉 係

地域包括支援センター

 

長
村

野
菅

 

雄
典

長
村
副

馬
門

 

市
伸

教 育 課

までいの里のこども園

学校給食センター

つくしんぼハウス

生　涯　学　習　課

退 職 者

商 工 労 政 係

農 政 第 一 係

農 政 第 二 係

建 設 管 理 係

土 木 係

経 理 係

主任主幹兼総務係長・山田 敬行 / 來海 裕一（併）/ 実沢 澪 / 草野 健太郎　

主任主幹兼企画係長・三瓶 真 / 高野 琢子 / 木幡 貴彦 / 松本 義之
庄司 伸也 / 原田 朋（新）

財政係長・松下 義光 / 八巻 光広 / 幕田 三英（任）

税務係長・高倉 常成 / 佐藤 こずえ / 瀬川 雅幸 / 羽田 一 / 大谷 暁永

主任主幹兼健康係長・松田 久美子 / 齋藤 愛子 / 横田 美江子 / 大河原 愛美
赤石澤 愛 / 國分 志保理（新）/ 八代 千賀子（福島市職員）/ 細谷 勇介（吉川市）
五所 俊輔（任）　

福祉係長・高橋 政彦 / 佐藤 由美子 / 北原 美樹 / 高橋 舞（任）/ 澤田 望美（嘱）

地域包括支援センター係長・ 渡部 朋子 / 山口 美智子（任）/ 星野 勝弥（任）
佐藤 正幸（任）/ 壹岐 敬（任）

農政第一係長・杉岡 誠 / 齋藤 博史 / 高橋 萌育 / 藤井 慎悟（新）
伊藤 滋（任）/ 渡邊 秀一（任）

農政第二係長・髙橋 由文 / 佐藤 宣清 / 今井 一起 / 山本 実（任）/ 佐藤 弘子（任）

商工労政係長・志賀 春美 / 菅野 彩 / 万福 大輔（新）/ 和田 憲昌（任）
佐藤 勝一（任）

主任主幹兼建設管理係長・高橋 栄二 / 渡部 誉典 / 高橋 直也 / 大槻 重宏（県任）
杉岡 美香（嘱）/ 松林 りか（嘱）

土木係長・松下 貴雄 / 高木 将寛 / 小澤 芳春（任） / 薩來 一男（神奈川県）
稲葉 勝（神奈川県）/ 小森谷 宏之（県任）

農 林 土 木 係 農林土木係長・庄司 稔 / 増永 浩（農水省）/ 加藤 福雄（任）/ 榎本 雅己（任）
山田 茂（任）/ 中島 栄重（任）

経理係長・髙橋 美穂 / 伊藤 博樹

参事兼局長・但野 正行 / 高橋 由香（併）/ 高野 琢子（併）/ 松本 義之（併）
庄司 伸也（併）/ 原田 朋（併）/ 來海 裕一（併）/ 実沢 澪（併）/ 草野 健太郎（併） 

局長・石井 秀徳（併）/ 事務局次長・小林 浩二

書記長・但野 正行（併）/ 高橋 由香

書記長・髙橋 正文（併）/ 山田 敬行（併）/ 來海 裕一
主任主幹兼学校教育係長・佐藤 正幸
武藤 賢一郎（指導主事）/ 佐藤 将樹
遠藤 喜行（任）/ 高橋 淳一（任）/ 宮島 康夫（任）　

までいの里のこども園主幹・鈴木 美智子 / までいの里のこども園主幹・中井田 多美子（新）
齋藤 ひろみ（新）/ 林 博美（新）/ 菅野 優 / 羽田 美和 / 安藤 祥子 / 木幡 房実
稲葉 修（新）/ 塙 啓世（新）園長・吉川 武彦

課長・村山 宏行

所長・村山 宏行（兼）/ 副所長・佐藤 優美 / 主任調理員・庄司 るり（嘱）

課長・藤井 一彦 / 生涯学習係長・今野 智和 / 大森 真（任）/ 高橋 雅子（任）
佐藤 明美（任）/ 林 良蔵（嘱）

愛澤 伸一 / 中島 栄重 / 髙橋 久美子

教
育
委
員
会
事
務
局

住民係長・多田 朋永 / 松林 愛 / 糯田 文也 / 室井 麻矢 / 星 敬 / 渡邊 明（任）
菅野 純子（任）

生 活 支 援 係 生活支援係長・荒 真一郎 / 荒木 季（県）/ 相澤 和孝（高崎市）/ 國嶋 良夫（任）

課長  髙橋 正文

所長・村山 宏行（兼）/ 総括主任・山田 眞由美（嘱）

課長  細川 亨

参事兼課長  齊藤 修一

参事兼課長  中川 喜昭

課長  高橋 祐一

会計管理者  石井 秀徳

教
育
長
　
中
井
田 

榮

※太字になっているのが、今回の昇格・異動者です。
※紙面の都合上、職名を一部省略しています。
※（新）…新採用職員　（嘱）…嘱託職員  （任）…任期付職員
　（市町村名）…派遣職員　（併）…他部署との併任　（兼）…他業務との兼任

（平成30年3月31日付）

き まち
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本　
　
　

庁

総　務　課

総　務　係
☎ 0244-42-1611 消防・防災、選挙、法令、行政区長会、情報公開等

企　画　係
☎ 0244-42-1613 復興拠点整備、広報・広聴、住民懇談会、統計等

財　政　係
☎ 0244-42-1612 予算・決算、入札、地方交付税、ふるさと納税・義援金等

住　民　課

住　民　係
☎ 0244-42-1617

戸籍、各証明発行、国民健康保険、後期高齢者医療、ごみ、
防犯、浄化槽、畜犬等

税　務　係
☎ 0244-42-1615

地方税の賦課・収納、所得税・住民税の申告相談、各税証
明発行等

生活支援係
☎ 024-563-5528

仮設住宅・公的宿舎・県借上げ住宅の退去及び施設の維持
管理、住民相談窓口、自治会運営等

本　
　
　

庁

建　設　課

建設管理係
☎ 0244-42-1624

村営住宅整備・維持管理、簡易水道・農業集落排水施設の
維持管理等

土　木　係
☎ 0244-42-1623 道路、橋梁、河川整備・維持管理、建物解体、昇口舗装等

農林土木係
☎ 0244-42-1610 農業基盤整備、農林土木施設の整備・維持管理等

復興対策課

農政第一係
☎ 0244-42-1621

生きがい農業、なりわい農業、認定農業者、新規就農、農
業振興計画、畜産、林業、水田農業、土地改良区等

農政第二係
☎ 0244-42-1625

除染対策、環境再生事業、農作物モニタリング調査、農業復興組
合、作付実証、鳥獣被害対策、中山間事業、多面的支払交付金等

商工労政係
☎ 0244-42-1620 企業支援、就労・雇用支援、観光関係、原発事故賠償等

会　計　室 ☎ 0244-42-1627 村行政に関する会計業務

教　育　課 学校教育係
☎ 0244-42-1631

認定こども園、小中学校、学童保育、預かり保育、スクー
ルバス、学校給食センターの運営等

農業委員会
事務局 ☎ 0244-42-1629 農業委員会運営に関すること

議会事務局 ☎ 0244-42-1628 村議会運営に関すること

生涯学習課 生涯学習係
☎ 0244-42-0072

生涯学習事業、青少年事業、スポーツ公園、文化財保護、
読書推進、伝統文化関係等

い
ち
ば
ん
館

健康福祉課

健　康　係
☎ 0244-42-1637 健康増進、健診、子育て相談、予防接種等に支援等

福　祉　係
☎ 0244-42-1633

高齢者福祉、介護保険、介護認定、介護予防、保育所、
児童手当、子育て支援等

包括支援センター
☎ 0244-42-1626

高齢者総合相談、高齢者権利擁護相談、介護予防ケアマ
ネジメント等

松
川
第
一
応
急

仮
設
住
宅
集
会
所

交
流セン

タ
ー

平成30年4月1日付で、職員の人事異動が行われました。平成30年度の体制は次のとおりです。４月１日より、農政第一係、農政第二係を新設し、生活支援係が松川第一応急仮設住宅集会所で業務を行います。
平成30年度　村の組織と職員の配置



「飯舘を掘る」を出版
佐藤昌明さんが来庁

いいたて便り

　「飯舘を掘る―天明の飢饉と福島原発」を出
版した佐藤昌明さん（飯樋町出身）が来庁しまし
た。佐藤さんは新聞記者。その手腕を生かして友
人・知人を取材し、出身者ならではの視点で村の
被災を分析しています。また、歴史資料を紐解き、
天明の飢饉で人口が激減した江戸時代の状況
と、原発事故による被災状況との間に不思議な
共通点を見出し、先人の復興に学ぼうともしてい
ます。２年がかりの取材で「歴史学の観点から全
村避難を見つめた」という渾身の１冊です。

表紙のオビに書評を記す哲学者･高橋哲哉氏は高
校時代の同級生｡氏のインタビュー記事も掲載

バレーボールで全国大会へ
佐藤誠さんの活躍を激励
　「第15回全国スポ少バレーボール交流大会」
に出場する佐藤誠さん（福島市立瀬上小学校６
年生）に、村が激励金を贈りました。佐藤さんは、
避難先の福島市で、小学４年生から岡山スポ少
バレーボール部に所属。現在は173㎝の長身を生
かし、レフトのアタッカーとして活躍しています。３
月13日の激励金交付式に来庁した佐藤さんは、
｢練習で学んだことをしっかり出して優勝を目指し
たい｣と抱負を述べました。小学校卒業後は、勧
誘を受けた東京都の私立中学校へ進学します。

新しい駐在所を開所
南相馬警察署飯舘駐在所
　南相馬警察署飯舘駐在所の開所式が、３月17
日に行われました。式には松崎幸夫南相馬警察
署長や村の関係者合わせて約50人が出席。テー
プカットなどを行って、開所を祝いました。
　老朽化に伴う建て替え工事で、今年１月に完成
した新しい駐在所は、トイレをバリアフリー化した
他、授乳室・相談室などを新設しています。また、
震災以降これまでは、日中のみの駐在となってい
ましたが、現在は、昼夜を問わず警察官が駐在し
パトロール業務などを行っています。

開通前のトンネル内を歩く
八木沢トンネル見学会
　村と南相馬市原町区を結ぶ県道原町川俣線
（県道12号線）の八木沢トンネル（延長２３４５
m）が完成し、３月１日、現地で見学会が開かれま
した。村からは、飯舘中学校の生徒などが、バス
に乗り現地へ。トンネル内の村境付近で、道路の
役割やトンネルの仕組みについて、県の担当者か
ら説明を聞きました。八木沢トンネルは、３月18日
に開通。村側のトンネル入り口には、飯舘中学校
新３年生の細杉れいみさんが揮毫した銘板が取
り付けられています。

き    ご う

署名した協定書を手にする丹下研究科長(中央)、
菅野村長（左から２人目）と列席した関係者

農業･産業再生へ協定締結
東京大学大学院農学生命科学研究科

　村は、３月５日、東京大学大学院農学生命科学
研究科と、協定を締結しました。同研究科は、震
災後これまでも、村の農業・畜産などの再生に向
けた実証や技術開発に取り組んできましたが、課
題解決に向け、さらに連携を深めるため、改めて
協定を締結したものです。締結式は、村役場本庁
で行われ、菅野村長と丹下健研究科長が協定書
に署名を行いました。同大学の教員や学生・院生
らが村内で活動したり、村民と協働・交流したりす
ることも、村の活性化につながると期待されます。

毎日をいきいき お手本です
いいたて元気アップ・ポイント

　３月７日、県青少年会館（福島市）の体育館で、
「いいたて元気アップ・ポイント事業」の表彰式が
行われました。これは、対象事業に参加するたび
に付与されるポイントを集め50ポイントを獲得した
方に、表彰状と記念品を贈呈する事業です。ポイ
ントが加算されるのは、生涯学習課が主催する
講座やイベントへの参加、図書貸出の利用、施設
開放の利用、スポーツ交流会への参加など。いき
いきと活動し積極的に交流する皆さんに敬意を
表し、ますますのご活躍を応援するものです。

表彰は年に２回行っています。50ポイントを獲得
した４人のうち３人が表彰式に参加しました

交流センター「ふれ愛館」と消防飯舘分署に隣
接。来所者用の駐車場も駐車しやすくなりました

バスでトンネルの中央部へ。トンネル内を歩いて
ゆっくり見学できるのは開通前ならではの体験

佐藤さん(右)に激励金を手渡す菅野村長｡｢避難先
の努力の結果｡全てを人生の糧に頑張ってほしい｣
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　「
食
を
考
え
る
会（
菅
野
一
代
会

長
／
比
曽
）」が
、飯
舘
中
学
校
の

３
年
生
に「
卒
業
祝
い
菓
子
」を
贈

り
ま
し
た
。祝
い
菓
子
の
ク
ッ
キ
ー

は
、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
入
り
と
、顆
粒
大

豆
・
白
ご
ま
入
り
の
2
種
類
。当
日

の
朝
、地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー「
い
ち

ば
ん
館
」で
手
作
り
し
ま
し
た
。中

学
校
で
は
菅
野
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、

「
中
学
校
を
新
し
い
村
の
学
校
に
つ

な
い
で
く
れ
て
、あ
り
が
と
う
」と
感

謝
を
伝
え
、卒
業
を
祝
い
ま
し
た
。

 ３
1２ 

　
村
で
唯
一
の
帰
還
困
難
区
域
・
長

泥
行
政
区
の
復
興
に
関
す
る「
特
定

復
興
再
生
拠
点
区
域
復
興
再
生
計

画（
案
）」が
ま
と
ま
り
、村
・
村
議

会
・
行
政
区
が
記
者
発
表
を
行
い
ま

し
た
。計
画
案
は
、「
居
住
促
進
ゾ
ー

ン
」「
農
の
再
生
ゾ
ー
ン
」
な
ど
約

１
８
６
ha
の
範
囲
を
平
成
35
年
春

ま
で
に
整
備
し
、避
難
指
示
が
順
次

解
除
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。こ
の
計
画
案
は
、同
日
県
へ
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

テレビや新聞の記者が数多く集まりました

｢希望が持てる計画ができた｣と鴫原良友区長(左)

３   
８ 

2
19・２０ 

体に良い材料を使い心をこめて１枚１枚を手作り

10人の会員が中学校を訪れ祝い菓子を手渡しました

長泥行政区

つながるアルバム

きつつきの会
（川俣自治会）

食を考える会 交流センター
      ふれ愛館

　
交
流
セ
ン
タ
ー
自
主
文
化
事
業

「
い
い
た
て
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
」の
一

環
で
開
か
れ
た「
白
崎
映
美
＆
東
北

６
県
ろ
〜
る
シ
ョ
ー
!！
」。東
北
に
想

い
を
寄
せ
る
実
力
派
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

が
集
結
し
、ロ
ッ
ク
や
ジ
ャ
ズ
に
、民
謡

や
民
俗
芸
能
を
融
合
さ
せ
た
祝
祭
音

楽
を
演
奏
。魂
を
揺
さ
ぶ
る
熱
い
ラ

イ
ブ
で
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。ま

た
、飯
舘
中
学
校
の
生
徒
達
が
、伝
承

に
取
り
組
む
田
植
え
踊
り
を
披
露
。

ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
き
つ
つ
き
の
会（
齋
藤
政
行
会
長

／
前
田
）が
、１
泊
２
日
の
研
修
旅

行
を
実
施
し
、職
員
派
遣
や
招
待
事

業
な
ど
で
、長
期
の
支
援
を
い
た
だ

い
て
い
る
群
馬
県
高
崎
市
を
訪
れ
ま

し
た
。一
行
は
、高
崎
市
役
所
を
訪
問

し
、復
興
の
現
状
な
ど
を
報
告
。応

援
職
員
と
し
て
村
役
場
に
勤
務
し

た
方
々
と
も
会
い
、「
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
」「
お
か
げ
さ
ま
で
一
歩
一
歩

復
興
が
進
ん
で
い
ま
す
」と
感
謝
を

伝
え
ま
し
た
。

約150人がお茶とケーキ付きでライブを満喫

田植え踊りを披露した中学生とのセッション

応援職員としてお世話になった皆さんと交流

高崎市役所のホールにて職員さん達と記念撮影
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3
月
の
村
の
動
き
と
主
な
で
き
ご
と

1
日	•

八
木
沢
ト
ン
ネ
ル
見
学
会
（
八
木
沢
ト
ン
ネ
ル
）

４
日	•

小
中
学
校
・
認
定
こ
ど
も
園	

校
舎
・
園
舎
の
内
覧
会
（
伊
丹
沢
地
区
現
地
）

５
日	•

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
と
の
協
定
締
結
式
（
村
役
場
本
庁
）

５
～
19
日•

３
月
議
会
定
例
会
（
村
役
場
本
庁
議
場
）

６
日	•

仮
設
住
宅
・
公
的
宿
舎
管
理
人
会
議
（
飯
野
支
所
）

７
日	•

飯
舘
村
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
復
興
再
生
計
画
案
の
記
者
発
表
（
村
役
場
本
庁
）

８
日	•

飯
舘
村
土
地
改
良
区
理
事
会
（
村
役
場
本
庁
）

10
日	•

ふ
る
さ
と
住
民
票
お
披
露
目
及
び
交
付
式
（
村
役
場
本
庁
）

	
•

相
馬
福
島
道
路
霊
山
飯
舘
Ｉ
Ｃ
開
通
（
現
地
）

10
・
11
日•

ス
ポ
ー
ツ
公
園
利
活
用
準
備
委
員
会
研
修
（
宮
城
県
）

11
日	•

あ
た
り
ま
え
を
あ
り
が
た
い
と
思
う
日
宣
言
記
者
発
表
（
村
役
場
本
庁
）

13
日	•

飯
舘
中
学
校
卒
業
式
（
飯
舘
中
学
校
仮
設
体
育
館
）

16
日	•

草
野
・
飯
樋
幼
稚
園　

修
了
式
（
草
野
・
飯
樋
幼
稚
園
仮
設
園
舎
ホ
ー
ル
）

17
日	•

南
相
馬
警
察
署
飯
舘
駐
在
所
開
所
式
（
草
野
地
区
現
地
）

18
日	•

八
木
沢
ト
ン
ネ
ル
開
通
（
八
木
沢
ト
ン
ネ
ル
）

20
日	•

学
校
運
営
協
議
会
（
飯
舘
中
学
校
）

21
日	•

大
東
春
子
さ
ん　

百
歳
賀
寿
（
い
い
た
て
ホ
ー
ム
）

22
日	•

定
例
教
育
委
員
会
（
村
役
場
本
庁
）

23
日	•

草
野
・
飯
樋
・
臼
石
小
学
校
卒
業
式
（
草
野
・
飯
樋
・
臼
石
小
学
校
仮
設
体
育
館
）

	
•

第
３
回
農
業
委
員
会
定
例
総
会
（
村
役
場
本
庁
議
場
）

24
日	•

や
ま
ゆ
り
保
育
所　

修
了
式
・
閉
所
式
（
や
ま
ゆ
り
保
育
所
仮
設
施
設
）

	
•

仮
設
直
売
所
「
な
ご
み
」
閉
店
セ
レ
モ
ニ
ー
（
福
島
市
松
川
町
現
地
）

26
日	•

水
道
事
業
・
農
業
集
落
排
水
事
業
運
営
審
議
会
（
村
役
場
本
庁
）

27
日	•

第
４
回
相
馬
農
業
高
校
飯
舘
校
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
協
議
会
（
県
庁
）

	
•

飯
舘
村
土
地
改
良
区
通
常
総
会
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

28
日	•
転
出
教
職
員
合
同
離
任
式
（
村
役
場
本
庁
）

	
•

相
農
飯
舘
校
の
再
生
を
考
え
る
会
（
村
役
場
本
庁
）

29
日	•

草
野
・
飯
樋
幼
稚
園
閉
園
式
（
草
野
・
飯
樋
幼
稚
園
仮
設
園
舎
）

	
•

草
野
・
飯
樋
・
臼
石
小
学
校
仮
設
校
舎
閉
校
式（
草
野
・
飯
樋
・
臼
石
小
学
校
仮
設
体
育
館
）

	
•

飯
舘
中
学
校
仮
設
校
舎
閉
校
式
（
飯
舘
中
学
校
仮
設
体
育
館
）

30
日	•

飯
野
支
所
閉
所
式
（
飯
野
支
所
）

	
•

仮
設
直
売
所
「
な
ご
み
」
閉
店
（
福
島
市
松
川
町
現
地
）
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入札結果をお知らせします
おしらせ

▲いいたてホームでご家族に囲まれる春子さん（中央）

入札日／ 1月10日（単位：円）
工事（業務）の番号・名称 契約額（税込） 請負業者 完成予定

大火地区道路敷用地測量業務 10,044,000円 ㈱船橋コンサルタント 平成30年
３月下旬

ふるさと住民票制度策定支援業務 2,107,080円 （一社）構想日本 平成30年
３月下旬

深谷地区多目的交流広場施設建設基本計画策定業務 1,944,000円 ㈱佐川旭建築研究所 平成30年
３月下旬

深谷地区多目的交流広場基本計画策定業務 1,911,600円 ㈱ヘッズ東京本社 平成30年
３月下旬

総合行政システムホスティング環境移行業務 7,371,000円 ㈱福島県中央計算センター 平成30年
３月下旬

地上デジタル放送再送信事業工事 26,913,600円 ㈱ＴＴＫ 平成30年
３月下旬

地上デジタル放送再送信事業工事監理業務 1,090,800円 （一財）ふくしま市町村支援機構 平成30年
３月下旬

無線システム普及支援事業（携帯電話等エリア整備事業）
飯舘村移動通信用鉄塔施設ＮＴＴドコモ用通信設備工事 12,474,000円 ㈱ミライト	東北支店 平成30年

３月下旬
無線システム普及支援事業（携帯電話等エリア整備事業）
飯舘村移動通信用鉄塔施設ＫＤＤＩ用通信設備工事 12,204,000円 サンワコムシスエンジニア

リング㈱
平成30年
３月下旬

メモリアルホールいいたてフェンス設置等工事 2,700,000円 ㈱古俣工務店	川俣支店 平成30年
３月下旬

いちばん館改修工事調査設計業務 3,542,400円 ㈱邑建築事務所 平成30年
３月下旬

介護保険事務処理システム変更業務 1,597,320円 ㈱福島県中央計算センター 平成30年
３月下旬

民家園ふるさとエアコン設置工事 2,106,000円 ㈲長谷川電気工事 平成30年
２月下旬

被災地域農業復興総合支援事業基幹事業
農業用機械導入事業（ホイールローダー１台及び飼料混合機一式） 8,478,000円 ㈱渡辺機械 平成30年

３月下旬

桶地内団地建替造成工事 34,560,000円 ㈱英工務店 平成30年
３月下旬

桶地内団地建替造成工事監理支援業務 2,462,400円 （一財）ふくしま市町村支援機構 平成30年
３月下旬

村道久丸内線橋梁下法面機能回復工事 4,860,000円 濱田建設工業㈱ 平成30年
３月下旬

基盤整備促進事業　飯舘２期地区　割木第１ 2,430,000円 ㈲渡建工業 平成30年
３月下旬

営農再開支援水利施設等保全事業（飯舘西部その１）
用排水路施設等保全工事 48,384,000円 濱田建設工業㈱ 平成30年

３月下旬

学校等再開整備事業備品購入（学籍用保管庫） 2,359,800円 ㈲マルショウ事務機 平成30年
３月下旬

学校等再開整備事業備品購入（職員室収納等） 6,210,000円 ㈱大一事務機 平成30年
３月下旬

学校等再開整備事業備品購入（児童会室・生徒会室/
音楽室等備品） 5,270,400円 ㈱大一事務機 平成30年

３月下旬
学校等再開整備事業備品購入（小学校校長室、相談
室、ランチルーム等備品） 5,808,780円 北日本紙業㈱ 平成30年

３月下旬

学校等再開整備事業備品購入（ＰＣ室等備品） 8,203,680円 ㈱サトウ教材社 平成30年
３月下旬

学校等再開整備事業備品購入（中学校更衣室備品） 1,151,280円 ㈲マルショウ事務機 平成30年
３月下旬

学校等再開整備事業備品購入（校長室（小学校/中学校）） 1,522,152円 北日本紙業㈱ 平成30年
３月下旬

学校等再開整備事業備品購入（中学校校長室/児童
会生徒会） 1,188,000円 福島県土地改良事業団体連合会 平成30年

３月下旬

学校等再開整備事業備品購入（加湿器） 1,047,600円 北日本紙業㈱ 平成30年
３月下旬

学校等再開整備事業備品購入（認定こども園及び学
童保育用事務用備品一式） 1,733,400円 ㈲マルショウ事務機 平成30年

３月下旬
学校等再開整備事業備品購入（中学校体育館（舞台
吊物幕等）） 10,221,984円 北日本紙業 平成30年

３月下旬

認定こども園木製遊具購入 4,482,648円 （特非）芸術と遊び創造協会 平成30年
３月下旬

小中学校ＩＣＴ教育環境機器導入事業
校務用情報端末等機器賃貸借 31,683,960円 ㈱福島県中央計算センター 平成30年

３月下旬

飯舘村スポーツ公園備品購入（コインシャワーパネル） 2,332,800円 シオヤ産業㈱	原町営業所 平成30年
２月下旬

飯舘村スポーツ公園備品購入（人口芝管理用付属機械） 2,214,000円 ㈱カゲヤマ 平成30年
３月下旬

飯舘村スポーツ公園備品購入（事務用品） 7,519,500円 北日本紙業㈱ 平成30年
３月下旬

飯舘村スポーツ公園備品購入（スポーツ用品） 5,151,600円 ㈱オノヤスポーツ 平成30年
３月下旬

百歳のお祝い
大東春子さん（宮内）に賀寿

　

３
月
21
日
、
大
東
春
子
さ

ん（
宮
内
）
が
百
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ま
し
た
。
同
日
、

大
東
さ
ん
が
入
所
す
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
い
い
た

て
ホ
ー
ム
」
で
賀
寿
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
県
や
村
、
村
社

会
福
祉
協
議
会
等
が
記
念
品

を
大
東
さ
ん
に
手
渡
し
ま
し

た
。

　

家
族
を
代
表
し
、
長
男
の

勇
さ
ん
が
「
施
設
職
員
の
皆

さ
ん
の
優
し
く
温
か
い
介
護

の
お
か
げ
で
す
」
と
感
謝
を

述
べ
ま
し
た
。●家族 … 子ども６人、孫 13 人、

　　　　ひ孫 25 人、 やしゃご３人
●長生きの秘訣 … 好き嫌いなく自分で食べること。
　　　　　　　　  畑仕事に長年励んできたこと。



お く や み誕生おめでとう
氏　　　名 年齢 行 政 区

佐　藤　トシヨ 88 草野

　野　トミヨ 94 伊丹沢

佐　藤　政　子 89 上飯樋

小　西　髙　夫 90 伊丹沢

古　山　キクヱ 85 大久保・外内

菅　野　チ　イ 81 長泥

佐　藤　絹　子 83 大久保・外内

佐　藤　嘉兵衛 95 宮内

大　村　キク子 88 関沢

阿久津　あきい 84 草野

（平成 30 年２月 28 日現在）
ひとの うご き

人口 　　　今　月　（前月比） 
男 2919 人 （－6）
女 2931 人 （－8）
計 5850 人 （－14）

世帯数 1803 戸 （－3）

２月１日～ 28日までの
◆◆◆ 人口動態 ◆◆◆

転入 5 人
転出 13 人
出生 4 人
死亡 10 人

（住民基本台帳人口） （２月21日から３月20日までに届け出のあったものを掲載）
※この欄に掲載を希望しない方は、届け出のときに住民係へ申し出てください。

赤ちゃんの名前 親の氏名 行 政 区

佐　藤　心
こ

　陽
はる

 ちゃん 拓・絵里 飯樋町

佐　藤　健
けん

　翔
と

 くん 隆一・明美 飯樋町

細　山　晴
は

　永
な

 ちゃん 巳幸・百合奈 飯樋町

髙　橋　徹
とお

　真
ま

 くん 祐樹・祐子 比曽

すくすくと元気に育ってね

● 

ひ
と
か
た
る 

も
の
が
た
り 

● 

第
13
回

菅
野 

一
代 

さ
ん
（
比 

曽
）

　
震
災
の
時
、比
曽
の
家
に
は
、

12
人
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。村
の

家
は
広
か
っ
た
し
離
れ
も
あ
っ
た

の
で
集
ま
っ
て
暮
ら
せ
た
ん
で
す

ね
。
母
屋
は
築
１
６
０
年
の
古

民
家
で
し
た
。リ
フ
ォ
ー
ム
で
き

ず
に
解
体
し
ま
し
た
が
も
っ
た
い

な
か
っ
た
で
す
ね
。離
れ
だ
け
リ

フ
ォ
ー
ム
し
、古
い
家
は
梁
と
柱
だ

け
と
っ
て
あ
り
ま
す
。避
難
先
の

住
宅
で
は
、以
前
の
よ
う
な
訳
に

も
い
か
ず
、次
第
に
分
か
れ
て
暮

ら
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
避
難
し
た
中
で「
食
を
考
え
る

会
」を
ど
う
す
る
か
、考
え
ま
し

春は、やらないといけないことがたくさんなのに、「できない
こと」が嫌になってしまいます。

　春は、はじまりの季節です。しかし中には、自分の行くべき方向に迷ってい
る人もいるかもしれません。時には、「自分や他人を追い詰めないようにす
る」のが、難しいこともあります。社会が安定していて、やるべきことが明確な
時代ならば、自分の仕事を完璧にやり遂げることも不可能ではありませんで
した。しかし、見通しのつかない、みんなが違う考えを持つ時代ではそうで
はありません。自分の仕事も他人の仕事も、やり遂げられない感じがあっても
追い詰め過ぎないようにしましょう。

飯舘村食を考える会及び相双地区生活
改善推進協議会の会長｡震災後は村社
会福祉協議会に勤務｡現在は福島市の
小学校で特別支援協力員を務めます。

た
。１
年
目
は
顔
を
合
わ
せ
る
だ

け
で
も
と
集
ま
り
、２
年
目
は
仮

設
住
宅
で
炊
き
出
し
。少
し
ず
つ

避
難
先
で
で
き
る
こ
と
を
増
や
し

て
活
動
し
、相
双
地
区
の
他
の
会

か
ら「
飯
舘
さ
ん
が
頑
張
っ
て
い
る

か
ら
人
数
が
減
っ
て
も
復
活
さ
せ

ま
す
」な
ど
と
言
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

は
食
文
化
や
レ
シ
ピ
の
記
録
を
残

し
若
い
人
達
に
つ
な
ぎ
た
い
。興

味
の
あ
る
人
が
入
り
や
す
い
よ
う

間
口
も
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
震
災
の
あ
の
日
は
、仲
間
と
開

発
し
て
い
た「
ま
で
い
揚
げ
」の
レ

シ
ピ
が
完
成
し
た
日
で
し
た
。そ

の
頃
の
私
は
、加
工
組
合
の
活
動

も
楽
し
く
、グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
夢
も
高
ま
っ
て
い
た
。震
災
が

な
か
っ
た
ら
、ど
ん
な
生
き
方
が

で
き
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。

　
震
災
後
は
村
の
社
会
福
祉
協

議
会
で
生
活
支
援
相
談
員
の
仕

事
を
し
ま
し
た
。見
よ
う
見
ま
ね

だ
っ
た
農
業
を
も
っ
と
知
り
た
く

て
、矢
吹
町
の
県
立
農
業
短
期
大

学
校
に
も
通
い
ま
し
た
。そ
れ
で

も
村
に
い
た
あ
の
頃
に
は
全
く
近

づ
け
て
い
な
い
と
感
じ
ま
す
。　

　
震
災
の
時
、家
族
に
妊
婦
が
3

人
い
ま
し
た
。お
嫁
さ
ん
と
２
人

の
娘
で
す
。そ
の
３
人
の
孫
が
、こ

の
春
そ
ろ
っ
て
小
学
生
に
な
り
ま

す
。１
人
は
村
の
小
学
校
へ
。後
の

２
人
は
避
難
先
で
の
入
学
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
親
が
、決
断
し
ま
し

た
。自
分
達
で
考
え
て
、動
き
始

め
て
い
る
の
で
す
。皆
の
背
中
を

押
し
て
応
援
し
て
き
た
つ
も
り
の

私
が
、一
番
遅
れ
て
い
た
ん
だ
と
気

が
つ
き
ま
し
た
。仲
間
と
描
い
て

い
た
夢
に
も
う
一
度
近
づ
き
た
い
。

今
で
も
本
当
は
村
に
戻
り
た
い
。

子
ど
も
達
の
決
断
に
、背
中
を
押

さ
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

心も自分も大切に。

堀先生

「心の健康相談」お問い合わせは 健康福祉課健康係（いちばん館内）☎0244-42-1638まで

精神科医　
ほりメンタルクリニック院長

堀 有伸 先生

おしえてくんちぇ   堀先生!
村民の皆さんからの相談に、堀先生がお答えします

相 談
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あ
っ
と
い
う
間
に
１
年
が
過
ぎ
、
ま
た
卒
業
式
の
季
節
が
終
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
も
、
仮
設
校
舎
最
後
の
卒
業
生

と
い
う
こ
と
で
思
い
入
れ
に
も
特
別
な
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
私
の
思
い
入
れ
は
「
今
年
の
中
学
校
の
卒
業
式
ほ
ど
、
泣
か

さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
」
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
中
学
３
年
生
は
、
１
年
生
に
入
っ
て
き
た
時
、
校
長
先

生
に
お
願
い
し
、
話
し
合
い
の
場
を
つ
く
っ
て
も
ら
っ
た
学
年
で

し
た
。「
君
達
が
３
年
生
に
な
る
時
、村
の
学
校
に
通
学
す
る
か
、

転
校
す
る
か
の
選
択
に
な
る
」「
若
い
君
達
に
、
こ
ん
な
つ
ら
い

選
択
を
さ
せ
る
こ
と
は
本
当
に
申
し
訳
な
い
が
、
い
ず
れ
こ
れ
か

ら
の
人
生
に
は
、
今
回
の
こ
と
が
必
ず
プ
ラ
ス
に
な
る
は
ず
だ
か

ら
」
と
い
う
よ
う
な
話
を
し
て
、
大
泣
き
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
生

徒
達
で
し
た
。
卒
業
生
代
表
の
答
辞
の
中
の
「
私
達
の
３
年
間
の

が
ん
ば
り
の
も
と
は
、
あ
の
村
長
さ
ん
と
の
話
し
合
い
が
ス
タ
ー

ト
で
し
た
」
と
い
う
言
葉
に
、
涙
を
流
さ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
涙
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
３
年
生
に
な
る
生

徒
22
人
全
員
に
、村
の
中
学
校
に
通
っ
て
い
た
だ
け
る
そ
う
で
す
。

「
高
校
受
験
を
ひ
か
え
た
大
切
な
１
年
間
に
な
る
の
に
、
通
学
時

間
を
か
け
て
ま
で
、
な
ぜ
？
」
と
の
私
の
疑
問
に
「
飯
舘
中
の
卒

業
証
書
が
欲
し
い
か
ら
」
だ
そ
う
で
す
。
多
く
の
方
々
の
お
か
げ

で
、
村
の
思
い
が
子
ど
も
達
に
確
実
に
伝
わ
っ
て
い
る
ん
だ
な
と 

こ
れ
又
胸
キ
ュ
ン
に
な
り
、
涙
を
流
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
涙
ば

か
り
の
ダ
メ
な
村
長
で
す
。

　

で
も
、
こ
の
ふ
た
つ
の
出
来
事
か
ら
、
あ
る
僧
侶
の
言
葉
が
頭

を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。

　
病
気
に
な
っ
た
の
も
「
お
か
げ
さ
ま
」、
災
難
に
あ
っ
た
の
も

「
お
か
げ
さ
ま
」、
苦
労
す
る
の
も
「
お
か
げ
さ
ま
」
…
。
山
あ
り

谷
あ
り
の
数
だ
け
、君
は
君
ら
し
く
な
る
ん
だ
よ
。
だ
そ
う
で
す
。

　

平
成
30
年
３
月
26
日　

飯
舘
村
長　

菅
野　

典
雄

ふたつの涙



修了式  卒業式
フォトストーリー

　旅
立
ち
の
季
節
で

す
。3
月
に
は
、修
了

式
と
卒
業
式
が
行
わ

れ
、避
難
の
中
で
活
躍

を
続
け
て
き
た
子
ど

も
達
が
、恩
師
や
学
び

舎
に
別
れ
を
告
げ
ま

し
た
。
仮
設
の
園
舎
・

校
舎
、そ
し
て
保
育
所

で
行
わ
れ
た
最
後
の
修

了
式
・
卒
業
式
で
も
あ

り
ま
し
た
。

この３年間は、宝物のような
日々でした。自分を信じて進ん
でいきます。

３/24

３/23

３/13

３/16

飯舘村立飯舘中学校

飯舘村立草野・飯樋幼稚園

飯舘村立草野・飯樋・臼石小学校

社会福祉法人いいたて福祉会 やまゆり保育所

皆さんには、困難に打ち勝って
きた開拓者の血が流れていま
す。仮設校舎はなくなっても、
学んだことは仮ではありませ
ん。校長からの最後の課題で
す。 ―幸せになりなさい。

和田節子 校長

草野・飯樋幼稚園とやまゆり保
育所は、閉園・閉所となりまし
た。４月からは飯舘村立の認
定こども園「までいの里のこど
も園」としてスタートします。

17年間の運営をご支援いた
だいた関係者の皆様、そして
職 員に心 から感 謝していま
す。やまゆり保育所は閉所とな
りますが、今後も子ども達の成
長のため精一杯努めます。

中井田多美子 所長

きらきらした目で笑顔いっぱい
遊んでいましたね。皆さんのパ
ワーで先生達やお客さん達も
元気いっぱいになりました。あ
りがとう。４月からは１年生。夢
に向かって頑張ってください。

吉川武彦 園長

６年間笑って泣いた仮設校舎
の思い出を、いつまでも忘れま
せん。在校生の皆さんは、３校
の伝統を守ってください。思い
出多い仮設校舎、さようなら。

６年前､仮設校舎に最初に入
学し､仮設校舎で最後の卒業
生となった皆さん｡応援・支援
に支えられ立派に成長してくれ
ました｡いいたてっ子の誇りを
胸に前へ進んでほしいです。

吉川武彦 校長
答辞 伊東琴美さん

卒業生 別れのことば
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